
    
 

  平成２２年度事業実績報告        

 

１ 北陸三県範教錬士会 

開催日時：平成２２年４月１０日（土）～１１日（日） 

開催場所：富山県県営弓道場 

講  師：範士八段 川村光良先生（青森県弓道連盟）  

参加人員：富山県３４名 石川県２５名 福井県１０名  

計６９名（うち石川県で２日間通しの受講者１８名） 

川村範士の指導語録（抄）： 

・ 錬士と教士には実力の差がある 

・ 引き降ろしの弓になっている 

・ 力が止まっている、止まって力んで離している 

・ ２８ｍ向こうではなく無限に向かって離してほしい 

・ 計算できない心気の働きの部分に留意せよ 

・ 精魂を込めよ、伸び合いに徹せよ、早気が多い 

・ 矢筋に離れている人が少ない 

・ トコトンやってみよ 

・ どこかを直されたら、さらにもっと大きく変えてみよ 

・ 弓で生まれ変わってみよ 

・ 私の言葉は全てではない、まだ研究段階だ、皆さんも自分を捨てて弓の道に進んで欲しい 

 

２ 石川県範教錬士会 

  平成２２年度は中止いたしました 

  ※中止の理由…①役員交代により、新メンバーと故山崎前会長とで範教錬士会の事業の在り方を

相談していた（H22.5.29 常任理事会で報告済） 

②例年お招きしている中川範士を継続招聘するか、単独事業とするかについて決

断を会長一任していたところ、急逝という事態になった 

③予算面でも、本年は特に慶弔費・激励費等が嵩張った 

 

３ 本年度の範教錬士会の異動者 

錬士：井関好一、小西文子、赤井泰明、越能公子、福井謙秀 

  六段：岩崎哲、正札武治 

  教士：浜坂亥健雄 

七段：坂本祐子、水橋美喜夫、山崎外茂治（故人） 

  ※平成２３年１月２９日（土）に、ホテル金沢で開催された県連祝賀会で上記の先生方を主賓と

して多数の会員がお祝いいたしました。 

 

４ 範教錬士会の会員数（Ｈ２３．３．１９現在…物故者を除く） 

教士七段   １２名 

教士六段   ２２名 

錬士六段   ２１名 

錬士五段   ４９名 

 計    １０４名 

 


